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年度平成 91 [終了予定] 年度-　 　

生後６か月から１５歳（中学３年生）までの区民

〔法令等名〕

36,831

0

　決算額　　(単位：千円) 37,799

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

小児のインフルエンザ予防接種費用を助成することにより、インフルエンザ予防接種を推進し、子供のインフルエンザ感染お
よび重症化を予防するとともに子育て世代家庭の経済的負担を緩和する。

　

17,659

委託内容

事業区分

金銭給付

平成２７年度　事務事業評価シート

台東区小児インフルエンザ予防接種費用助成要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 小児インフルエンザワクチン接種費助成

要綱

所
管

健康部

保健予防課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

区内協力医療機関に予防接種の実施を委託
一部委託

小児インフルエンザワクチンの接種を希望する、生後６か月～１５歳（中学３年生）の区民に接種費用を助成する。
実施時期：１０月１日から２月末日
助 成 額 ：１回につき２，０００円（期間中２回まで助成）

補助金の有無

２６年度

なし

枚接種票発行数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
17,154

36,831

1,232

％
成果指標

接種率（1人が2回接種と仮定）

1,666　人にかかるコスト（人件費など）

3

39,381

保健システムの活用及び窓口対応において、対象者の把握と周知に努めた。

0

60.0 47.8

39,381

2,550

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 39,466

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

インフルエンザの感染及び重症化の予防促進のためには、接種率の向上を図ることが必要で
ある。今後、予診票発送用封筒の外国語表記やワクチン効果についての「お知らせ」内容の充
実など、勧奨方法の改善を検討していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

本事業を実施することで、子供のインフルエンザ感染および重症化を予防するとともに子育て世代の経済的負
担を緩和することができる。

改善

評
価
結
果

平成26年度は、定期化された水痘予防接種と接種時期が重なっため接種率が低下しているが、接種票発行
数が増加しており、一定水準の接種率を確保できている。

3 任意の予防接種であるが、接種票及びお知らせを個別送付することにより接種勧奨を行っている。

台東区独自の費用助成事業のため、予防接種実施機関として区内医療機関に委託することにより、効率的な
事業運営に努めている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 2

0

39,466

財源項目

(単位：千円)

必要性

0

0 0

39,970

39,970

0

効率性

38,737

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

18,000

38,738

51.1

17,392

50.1

37,800


